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(2) 

明けましておめでとう ございます

岡垣町議会どより平成 6年 1月25日

勝長谷川

所

年

頭

感

議長

今年も事務局職員ともどもよろしくお願いします。

み
な
さ
ま
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
日
頃
か
ら
町
政
に
対
す
る
暖
か
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
わ
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
現
在
の
社
会
情
勢
は
、
国
際
化
、
情
報
化
、
高

齢
化
が
急
速
に
進
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
岡
垣
町
は
、
駅
前
広
場
、
こ
れ
に
接
続
す
る
都
市
計

画
道
路
の
整
備
、
文
化
施
設
「
岡
垣
サ
ン
リ

l
ア
イ
」
の
完
成
な
ど
、

都
市
基
盤
整
備
が
着
実
に
進
み
、
都
市
計
画
事
業
も
ほ
ぽ
終
了
局
面
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
後
は
幻
世
紀
に
向
け
た
新
た
な
町
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
高
齢
化
社
会
の
到
来
に
備
え
「
お
か
が
き
福
祉
の
里
」
の
建

設
も
、
平
成

8
年
完
成
を
め
ざ
し
進
行
中
で
あ
り
ま
す
。

町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
ら
重
要
施
策
に
積
極
的
に
取
り

組
む
た
め
、
昨
年
「
駅
前
再
開
発
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
と
「
お

か
が
き
福
祉
の
里
建
設
特
別
委
員
会
」
の
二
つ
の
特
別
委
員
会
を
設
置

い
た
し
ま
し
た
。

私
ど
も
議
決
機
関
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
よ
り
豊
か
な
住
み
よ
い
町

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
今
後
さ
ら
に
創
意
工
夫
を
重
ね
、
み
な
さ
ま
方

の
期
待
に
応
え
る
よ
う
決
意
を
新
た
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
み
な
さ
ま

方
が
健
康
で
ご
活
躍
さ
れ
ん
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。



平成 6年 1月 25日

平
成
5
年

平
成

5
年
第
四
固
定
例
会

は
、
ロ
月

6
日
か
ら
泣
日
ま
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
か
ら
は
、
平
成
4
年
度

の
決
算
な
ど
十
二
議
案
が
、
議

員
か
ら
は
、
請
願

・
陳
情
に
と

も
な
う
意
見
書
な
ど
十
二
議
案

が
提
案
さ
れ
、
可
決
十
五
件
、

認
定
五
件
、
同
意
一
件
、
了
承

一
件
、
否
決
二
件
と
い
う
結
果

に
な
り
ま
し
た
。

岡垣町議会だより

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

(同
意
)

松
丸
委
員
(
山
田
区
)
が
再

任
さ
れ
ま
し
た
。

遠
賀
・
中
間
地
域
広
域
行
政
事

務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

(
可
決
)

町
に
あ
っ
た
伝
染
病
院
廃
止

の
た
め
の
規
約
の
変
更
で
す
。

(3) 

第
四
固
定
例
会

平
成
5
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算

(第
4
号
)

(

可
決
)

福
祉
基
金
積
立
金
の
増
額
、

広
域
行
政
事
務
組
合
負
担
金

の
増
額
な
ど
に
よ
る
予
算
の

補
正
で
す
。

こ
れ
ら
の
補
正
に
よ
り
、
歳

入
歳
出
と
も
に
三
億
九
千
七

十
八
万
円
の
増
額
と
な
り
、

予
算
総
額
は
六
十
九
億
一
千

七
百
四
十
一
万
円
に
な
り
ま

し
た
。

松丸正昭氏

平
成
5
年
度
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
(
第
1

号
)

(
可
決
)

国
庫
支
出
金
、
療
養
給
付
費

交
付
金
な
ど
の
歳
入
増
、
保

険
給
付
費
な
ど
の
歳
出
増
に

よ
り
、
歳
入
歳
出
と
も
に
二

千
六
百
二
十
万
円
の
増
額
と

な
り
、
予
算
総
額
は
十
八
億

七
千
四
百
七
十
万
円
に
な
り

ま
し
た
。

平
成
5
年
度
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
(
第

1

号

)

(

可

決

)

景
気
対
策
の
た
め
の
事
業
費

の
追
加
に
よ
り
、
歳
入
歳
出

と
も
に
四
千
九
百
六
万
円
の

増
額
と
な
り
、
予
算
総
額
は

十
六
億
四
千
六
百
十
九
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

平
成
5
年
度
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算

(第
2
号
)
(
可
決
)

諸
経
費
の
増
加
、

施
設
の
整
備
の
た

め
、
収
益
的
支
出

が
七
十
四
万
円
、

資
本
的
支
出
が
百

八
十
万
円
増
額
さ

れ
ま
し
た
。

平
成
4
年
度
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て

(賛
成
多
数
認
定
)

平
成
4
年
度
の
町

の
成
果
を
示
し
た

も
の
で
、
歳
入
総

額
九
十
五
億
八
千

六
百
四
十
五
万

円
、
歳
出
総
額
九

十
二
億
七
千
五
百

五
十
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

そ
の
う
ち
三
十
三

億
四
千
八
百
万
円
(
却
%
)

が
岡
垣
サ
ン
リ

l
ア
イ
の
建

設
に
投
じ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
他
の
四
つ
の
特
別
会

計
も
以
下
の
金
額
で
決
算
し

ま
し
た
。

平
成
4
年
度
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て
(賛
成
多
数
認
定
)

歳
入
総
額
十
七
億
七
千
八
百

六
十
万
円
、
歳
出
総
額
十
七

億
五
千
四
百
七
十
八
万
円
。

利用者が7万人を越えた岡垣サンリーアイ

平
成
4
年
度
老
人
保
健
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て

(賛
成
多
数
認
定
)

歳
入
総
額
二
十
二
億
九
百
六

万
円
、
歳
出
総
額
二
十
一
日
憶

八
千
五
百
九
十
二
万
円
。

平
成
4
年
度
住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ

い
て

(認
定
)

歳
入
総
額
五
百
三
十
六
万
円
、

歳
出
総
額
四
百
七
十
五
万
円
。

平
成
4
年
度
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て
(
賛
成
多
数
認
定
)

歳
入
総
額
十
二
億
九
千
五
百

七
十
六
万
円
、
歳
出
総
額
十

二
億
四
千
八
百
四
十
八
万
円
。

平
成
4
年
度
一
般
会
計
予
算
継

続
由
貿
精
算
報
告
書
(
了
承
)

総
合
ふ
れ
あ
い
公
園
建
設
工

事
の
継
続
費
が
精
算
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

消
費
税
税
率
引
き
上
げ
に
反
対

し
、
消
費
税
廃
止
を
求
め
る
意

見
書

(賛
成
少
数
否
決
)

証
人
喚
問
に
よ
る
ゼ
ネ
コ

ン
疑

惑
の
徹
底
究
明
を
求
め
る
意
見

書

(
可
決
)

小
選
挙
区
制
の
導
入
に
反
対
す

る
意
見
書

(

賛
成
少
数
否
決
)

車
問
眉
M
h

=
=
問
問
問
町

陳
情

• 

本
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
陳

情
は
八
件
で
、
継
続
審
査
と
な

っ
て
い
た
請
願
一
件
、
陳
情
四

件
を
合
わ
せ
て
合
計
十
三
件
が

審
議
さ
れ
、
請
願
は
採
択
、
陳

情
は
採
択
六
件
、
み
な
し
採
択

一
件
、
継
続
審
査
五
件
と
い
う

結
果
に
な
り
ま
し
た
。

採
択
さ
れ
た
請
願
や
陳
情
に

関
す
る
意
見
書
も
可
決
さ
れ
、

内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
、
関

係
機
関
に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

乳
製
品
輸
入
自
由
化
阻
止
並
び

に
平
成
B
年
度
学
校
給
食
用
牛

乳
補
助
金
の
確
保
に
関
す
る
陳

情

(

採

択

)



(4) 

「
コ
メ
市
場
開
放
反
対
の
意
見

禽
」
の
提
出
に
聞
す
る
陳
情
書

(
採
択
)

コ
メ
の
輸
入
自
由
化
に
反
対
す

る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳

情
書

(
み
な
し
採
択
)

郵
政
事
業
の
現
行
経
営
形
態
堅

持
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
に

聞
す
る
請
願
に
つ
い
て
(
採
択
)

岡垣町融会だより

「法
律
扶
助
に
関
す
る
基
本
法

の
制
定
と
財
政
措
置
の
拡
充
強

化
告
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出

に

聞

す

る

陳

情

(

採

択

)

診
療
報
酬
の
綾
本
改
定
、
民
間

医
療
機
関
に
対
す
る
財
政
援
助

を
求
め
る
陳
情
書
(
採
択
)

平
成
6
年
度
農
業
農
村
整
備
費

の
予
算
拡
大
に
関
す
る
陳
情
書

(
採
択
)

平成6年 1月25日

2

0

0
海
皇
体
制
の
早
期
確
立

を
求
め
る
政
府
へ
の
意
見
書
提

出

に

つ

い

て

(

採

択

)

診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
を
固
に

求
め
る
意
見
書
に
関
す
る
陳
情

(
継
続
審
査
)

農
水
省
の
「
新
政
策
」
に
よ
る

各
自
治
体
の
農
業
振
興
計
画
の

作
成
に
あ
た
り
、
地
域
の
実
情

に
あ
っ
た
家
族
経
営
の
振
興
を

主
軸
に
し
た
計
画
の
作
成
に
つ

い
て
の
陳
情
書
(
継
続
審
査
)

福
祉
の
里
建
設
に
聞
す
る
陳
情

書

(

継

続

審

査

)

精
神
障
害
者
共
同
作
業
所
へ
の

補
助
金
に
関
す
る
陳
情
(
継
続
審
査
)

陳
情
書
(
ゴ
ル
フ
場
建
設
に
伴

う
災
害
の
防
止
に
つ
い
て
)

(
継
続
寝
査
)

平成5年には、臨時会を含め
12回の識会が開催されました

日寺

平
成
5
年
第
八
回
臨
時
会

平
成
5
年
第
八
回
臨
時
会
は

叩
月
お
自
に
開
催
さ
れ
、
人
事

案
件
一
件
を
同
意
し
ま
し
た
。

岡
垣
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命

に

つ

い

て

(

同

意

)

中
村
委
員
(
三
吉
区
)
が
再

任
さ
れ
ま
し
た
。

竹
内
和
男

議
員

心
身
障
害
者
対
策
に

ど
う
取
り
組
む
の
か

中村サツキ氏

質

問

日

月
初
日
に
参
議
院
で

は
、
心
身
障
害
者
対
策
基
本
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
、

名
称
も
障
害
者
基
本
法
と
改
め

成
立
し
た
。

こ
の
改
正
で
、
障
害
者
の
自

立
と
社
会
参
加
の
推
進
が
強
く

進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、

同
法
は
対
象
を
身
体
障
害
、
精

神
薄
弱
ま
た
は
精
神
障
害
と
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
付
帯
決
議
で
、
て
ん

か
ん
及
び
自
閉
症
を
有
す
る
者

な
ら
び
に
難
病
に
起
因
す
る
身

体
ま
た
は
糟
神
上
の
障
害
を
有

す
る
者
で
長
期
に
わ
た
り
生
活

上
支
障
の
あ
る
者
も
法
の
範
囲

に
含
ま
れ
る
と
し
て
い
る
。

町
長
は
、
改
正
法
を
今
後
ど

う
施
策
に
生
か
し
て
い
く
の
か
。

答
弁

法
改
正
に
関
す
る
詳
細

が
ま
だ
明
ら
か
で
な
い
が
、
総

-一一一品

般

質

体
的
に
は
、
今
後
も
福
祉
施
設

な
ど
の
充
実
を
図
り
、
法
の
趣

旨
に
沿
っ
た
事
業
計
画
を
進
め

て
い
く
こ
と
に
努
め
る
。

質
問

次
に
、
精
神
障
害
者
共

同
作
業
所
へ
の
補
助
金
に
関
す

る
陳
情
に
つ
い
て
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
説
明
を
願
う
。

答
弁

郡
の
町
長
会
で
検
討
し

た
が
、
作
業
所
が
発
足
し
て
ま

だ
1
年
た
っ
て
い
な
い
こ
と
、

無
認
可
自
主
運
営
の
施
設
で
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
補
助
の
件
に

つ
い
て
は
保
留
し
て
い
る
。

質
問

法
定
外
の
小
規
模
作
業

日
J:
 

日
l
'

所
は
、
全
国
で
法
定
の
授
産
施

設
の
定
員
四
万
八
千
人
に
対
し

四
万
六
千
人
が
利
用
し
て
お

り
、
す
で
に
社
会
設
備
と
し
て

機
能
し
て
い
る
。

小
規
模
作
業
所
に
対
す
る
助

成
は
、
県
も
来
年
度
よ
り
市
町

村
を
対
象
と
し
た
補
助
事
業
と

す
る
こ
と
を
決
定
し
て
お
り
、

町
も
合
わ
せ
て
援
助
し
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

遠
賀
保
健
所
を
交
え
て

四
町
で
協
議
す
る
。
予
算
編
成

と
の
関
係
も
あ
る
の
で
結
論
を

早
急
に
出
し
た
い
。

はまゅう共同作業所



平成6年 1月25臼

質
問

県
の
ゴ
ル
フ
場
開
発
規

制
が
平
成

6
年

4
月
1
日
よ

り
、
自
然
環
境
保
全
な
ど
の
理

由
に
よ
り
厳
し
く
な
る
。

県
が
予
備
審
査
を
受
理
す
る

見
通
し
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁

不
況
で
税
収
が
落
ち
込

ん
で
お
り
自
主
財
源
確
保
が
必

要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
建
設

久
保
田
秀
昭

議
員

ゴ
ル
フ
場
建
設
推
進
の

考
え
は
変
わ
ら
な
い
の
か

岡垣町議会だより

質
問

八
千
五
百
人
を
越
え
る

ゴ
ル
フ
場
建
設
反
対
署
名
に
示

さ
れ
る
よ
う
に
、
ゴ
ル
フ
場
建

設
に
対
す
る
町
民
の
合
意
が
無

い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ゴ
ル
フ
場
建
設
に
反
対
す
る

団
体
が
、
選
挙
で
あ
な
た
を
支

援
し
た
か
ら
建
設
も
支
持
さ
れ

た
と
い
う
の
は
納
得
で
き
な
い
。

全
町
民
対
象
に
訴
え
た
の

カ答
弁

紙
面
を
も
っ
て
全
町
的

に
や
っ
て
は
い
な
い
が
、
選
挙

前
に
後
援
会
活
動
で
、
各
地
域

数
十
か
所
で
座
談
会
的
な
も
の

を
設
け
、
そ
こ
で
推
進
を
表
明

し
た
。

(5) 

は
推
進
す
る
。
自
然
環
境
に
つ

い
て
は
、
他
の
施
設
を
調
査
し

た
が
問
題
は
な
か
っ
た
。

見
通
し
に
つ
い
て
は
微
妙
で

あ
る
が
、
全
く
な
き
に
し
も
あ

ら
ず
と
考
え
て
い
る
。

質
問

県
の
規
制
が
厳
し
く
な

り
、
町
民
の
反
対
も
広
が
っ
て

い
る
。
し
か
も
、
業
者
は
町
が

求
め
た
開
発
に
関
す
る
書
類
の

提
出
を
約
束
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
行
っ
て
い
な
い
。

こ
う
い
う
情
況
で
、
県
に
許

可
を
出
し
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
て
い
る
の
か
。

答
弁

業
者
は
、
絶
対
に
や
る
、

町
に
迷
惑
は
か
け
な
い
と
一
言
っ

て
い
る
し
、
信
頼
も
し
て
い
る
。

質
問

疑
問
を
感
じ
る
。
業
者

と
何
か
約
束
が
あ
る
の
か
。

答
弁

正
直
に
言
う
が
、
議
会

が
議
決
し
た
経
過
も
あ
り
、
ま

た
あ
な
た
た
ち
の
意
思
も
反
映

し
て
、
業
者
が
自
然
消
滅
的
に

撤
退
す
る
の
が
よ
い
と
い
う
考

え
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
約
束

を
き
ち
ん
と
さ
せ
よ
と
い
う
の

な
ら
、
き
ち
ん
と
し
て
建
設
を

進
め
る
よ
う
働
き
か
け
る
。

質
問

八
千
五
百
人
の
反
対
署

名
の
声
を
代
表
し
て
、
再
検
討

を
強
く
求
め
質
問
を
終
わ
る
。

平
山

弘

議
員

老
人
保
健
福
祉
計
画

の
中
身
は

質
問

生
き
生
き
と
豊
か
な
生

活
を
送
る
上
で
、
保
健
・福
祉
・

医
療
は
個
人
も
社
会
も
関
心
が

高
い
。
特
に
高
齢
化
が
進
む
中

で
保
健

・
福
祉
に
つ
い
て
不
安

が
あ
る
。
ゆ
え
に
住
民
は
、
こ

の
計
画
に
期
待
し
て
い
る
。

こ
の
計
画
の
意
義
と
目
的
、

サ
ー
ビ
ス
の
目
標
に
つ
い
て
答

弁
を
求
め
る
。

答
弁

こ
の
計
画
に
基
づ
い

て
、
健
康
の
保
持
、
在
宅
福
祉

の
強
化
、
保
健
福
祉
施
設
の
整

備
や
生
き
が
い
対
策
を
進
め
る
。

寝
た
き
り
老
人
や
痴
呆
性
老

人
な
ど
の
実
情
を
掌
握
し
、
在

宅
サ
ー
ビ
ス
と
施
設
サ
ー
ビ
ス

を
一
体
の
も
の
と
し
て
保
健

・

福
祉
の
連
携
と
施
設
の
拡
充
に

取
り
組
む
た
め
、
平
成
日
年
を

目
標
に
こ
の
計
画
を
策
定
し

た

町
内
巡
回
パ
ス
の
実
施
計
画

は
あ
る
の
か

質
問

町
内
に
は
、
こ
と
ぷ
き

荘
や
岡
沼
一
サ
ン
リ
1
ア
イ
、
公

民
館
な
ど
が
点
在
し
て
い
る
。

福
祉
の
里
も
計
画
さ
れ
て
い

る
。
高
齢
者
に
潤
い
の
あ
る
生

活
を
送
っ
て
も
ら
う
た
め
、
交

通
手
段
を
持
た
な
い
町
民
の
た

め
に
交
通
の
便
の
悪
い
所
と
こ

おかがき福祉の里施設配置予定図

れ
ら
の
施
設
を
結
ぶ
巡
回
パ
ス

の
実
施
を
求
め
る
。

答
弁

本
町
は
、
行
政
区
域
が

広
く
、
集
落
も
散
在
し
て
い
る
。

パ
ス
路
線
の
な
い
地
域
も
あ

る
の
で
、
高
齢
者
が
施
設
を
利

用
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
た

め
、
平
成
6
年
に
福
祉
パ
ス
の

運
行
を
計
画
し
て
い
る
。

福
祉
の
里
が
完
成
し
た
場
合

は
、
各
施
設
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
考
え
て
い
る
。

ラ

入
札
結
果
の
公
表
を
せ
よ

質
問

入
札
の
公
正
を
確
保
す

る
手
始
め
と
し
て
、
入
札
に
関

す
る
情
報
の
公
開
を
求
め
る
。

答
弁
一
定
期
間
の
な
か

(
3

か
月
に
一
回
)
で
入
札
結
果
を

公
表
し
た
い
。
入
札
現
場
の
公

開
に
つ
い
て
も
、
先
進
地
を
調

査
し
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

一
般
競
争
入
札
も
、
検
討
し

取
り
組
む
意
向
を
持
っ
て
い
る
。

I I 

数字は駐車台散を示す



(6) 

質
問

「
地
方
の
時
代
」
と
言

わ
れ
て
い
る
。
今
日
「
幻
世
紀
」

を
展
望
し
た
「
ひ
と
づ
く
り
、

ま
ち
づ
く
り
」
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁

「
ま
ち
づ
く
り
」
を
考

え
る
な
ら
、
ま
ず
「
ひ
と
づ
く

り
」
を
優
先
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
し
。

質
問

「
地
方
の
時
代
」
の
町

づ
く
り
と
は
、
特
色
や
個
性
を

持
っ
た
町
づ
く
り
を
す
る
こ
と

で
あ
る
。

今
日
の
情
報
化
時
代
で
は
、

映
像
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
は

必
要
不
可
欠
の
こ
と
と
思
う

カ答
弁

児
童
の
教
材
と
し
て
、

町
の
観
光
P
R
や
施
設
の
紹
介

な
ど
活
用
す
べ
き
分
野
は
多
い
。

質
問

教
育
長
に
た
ず
ね
る
。

学
校
教
育
に
も
映
像
を
使
っ

た
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
と
思

う
が
。

答
弁

各
小
学
校
と
も
各
種
情

報
機
器
お
よ
び
ビ
デ
オ
な
ど
を

細
川
光
利

議
員

町
の
活
性
化
に
映
像
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
は
ど
う
か

岡垣町議会だより平成 6年 1月 25日

心
や
自
治
意
識
を
育
て
る
こ
と

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

町
の
活
性
化
と
発
展
の
た
め

に
映
像
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
(
ビ
デ

オ
)
を
活
用
す
る
こ
と
は
、
「
ひ

と
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
」
の

上
か
ら
も
重
要
だ
と
考
え
る
が
。

答
弁

来
年
度
に
は
、
映
像
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
予
算
を

計
上
す
る
考
え
で
あ
る
。

活
用
し
て
い
る
。

映
像
に
よ
る
授
業
は
必
要
で

あ
る
。

質
問

町
内
に
は
、
教
育
、
福

祉
な
ど
各
種
の
団
体
が
活
動
し

て
い
る
。
ま
た
、
農
業
や
漁
業
、

商
工
業
者
の
生
活
も
あ
る
。

そ
れ
ら
を
映
像
化
し
、
町
の

紹
介
や
学
校
の
教
材
な
ど
に
役

立
て
れ
ば
、
町
に
愛
着
を
持
つ

映像マスメディアは、今後どう活用

されていくのか

谷
口
佐
賀
雄

議
員

指
圧
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
針
灸

治
療
の
助
成
の
予
定
は
あ

る
か

質
問

平
成
4
年
ロ
月
定
例
会

の
中
で
、
指
圧
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

針
灸
な
ど
の
治
療
者
に
対
す
る

治
療
費
の
助
成
を
提
案
し
た

が
、
そ
の
後
の
調
査
結
果
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁

平
成

7
年
度
か
ら
助
成

を
実
施
す
る
方
針
で
あ
る
。

町
民
憩
い
の
家
を
建
設

し
な
い
か

質
問

町
に
は
老
人
憩
い
の
家

が
三
ケ
所
あ
り
、
印
歳
以
上
の

高
齢
者
が
利
用
し
て
い
る
が
、

町
民
全
体
を
対
象
と
し
た
憩
い

の
家
と
か
健
康
セ
ン
タ
ー
の
建

設
に
つ
い
て
考
え
は
な
い
か
。

答
弁

平
成
9
年
度
に
は
、
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
関
連
施
設

で
あ
る
屋
内
体
育
施
設
を
建
設

す
る
計
画
で
あ
り
、
そ
こ
を
健

康
と
福
祉
の
増
進
に
活
用
し
て

い
た
だ
く
予
定
だ
。

若
者
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を

設
置
す
る
よ
う
提
案
す
る

質
問

青
年
男
女
の
ふ
れ
あ
い

と
交
流
の
場
を
、
公
共
施
設
を

活
用
し
て
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁

岡
垣
サ
ン
リ

l
ア
イ
な

ど
の
施
設
を
利
用
し
て
、
町
の

P
R
を
含
め
、
イ
ベ
ン
ト
の
よ

う
な
も
の
を
や
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

町
内
難
者
の
育
成
を

ど
う
考
え
て
い
る
か

質
問

町
内
業
者
を
育
成
す
る

平成7年度から助成開始か

こ
と
は
、
単
に
事
業
者
の
営
業

目
的
の
達
成
や
生
活
の
安
定
を

補
償
す
る
こ
と
に
な
る
だ
け
で

な
く
、
町
税
の
増
収
に
よ
る
町

財
政
の
健
全
化
に
つ
な
が
る
の

を
は
じ
め
、
町
民
の
雇
用
の
安

定
に
も
貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
。

町
当
局
は
、
そ
れ
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
見
解
か
。

答
弁

す
べ
て
町
内
業
者
へ
と

い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
が
、

公
正
な
入
札
を
前
提
と
し
、
今

後
も
つ
と
め
て
町
内
業
者
を
育

成
し
て
い
く
。
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文
教
厚
生
常
任
委
員
会
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人
権
尊
重
の
町
づ
く
り

の
た
め
に

大津市下龍華地区での研修

私
た
ち
は
、
叩
月
U
日
か
ら

日
日
の

3
日
間
の
行
政
視
察
を

行
い
、
町
民
と
同
和
地
区
住
民

が
カ
を
合
わ
せ
「
同
和
行
政
」

を
終
結
さ
せ
た
、
和
歌
山
県
吉

び

し

も

り

・

う

げ

備
町
と
滋
賀
県
大
津
市
下
龍
肇

地
区
を
視
察
し
ま
し
た
。

岡
垣
町
は
、
平
成
6
年
度
に

「
物
的
事
業
終
結
」
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。

続
々
出
土
す
る
古
墳
群

ロ
月
9
日
に
は
、
会
期
中
の

調
査
活
動
と
し
て
糠
塚
地
区
の

埋
蔵
文
化
財
発
掘
現
場
の
現
地

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

発
掘
現
場
で
は
、
古
墳
時
代

末
期
の
人
骨
三
体
や
装
飾
品
、

多
数
の
土
器
、
古
墳
が
出
土
し

て
お
り
、
当
時
の
人
び
と
の
生

活
や
健
康
状
態
、
人
口
な
ど
を

解
明
す
る
上
で
貴
重
な
資
料
と

な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会

町
道
本
村

1
岸
元
線
の
現
地
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

開
通
す
れ
ば
、
三
号
線
を
使

わ
ず
に
高
陽
団
地
か
ら
鹿
児
島

本
線
に
沿
っ
て
戸
切
方
面
へ
出

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
、

そ
の
開
通
が
待
た
れ
ま
す
。

開
通
を
急
げ
本
村

3
岸
元
線

第
四
固
定
例
会
の
会
期
中
の

ロ
月
刊
日
に
当
委
員
会
は
、
現

在
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
、

職員から古墳の脱明を受ける委員

砂
の
堆
積
が
進
む
汐
入
川
河
口

岸元の現地を調査中の委員

同
日
は
堆
積
す
る
砂
の
取
り

扱
い
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
矢

矧
川
、
汐
入
川
の
河
口
の
現
地

調
査
も
行
い
ま
し
た
。

ど
こ
か
ら
運
ば
れ
て
く
る
の

か
、
汐
入
川
の
河
口
に
至
つ
て

は
、
そ
の
大
部
分
が
堆
積
す
る

砂
に
埋
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

松
食
い
虫
の
防
除
、
計
画
が

進
め
ら
れ
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
道

路
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
保
護
、
パ
ギ

!
車
の
進
入
対
策
、
ご
み
の
不

法
投
棄
問
題
な
ど
、
コ
一
塁
松
原

を
保
全
す
る
に
は
多
く
の
問
題

が
山
積
し
て
い
ま
す
。

汐入川河口に堆積した砂
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シー号

岡垣町議会だよリ

撤去されたマリ

控

室

〉
シ
リ
ー
ズ

る
た
め
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
%
)
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
す
。
従
っ
て
税
収
入
が
非
常
に
な
か
っ
た
も
の
や
、
普
賢
岳
噴
川

用

語

解

説

交
付
金
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
普
通
交
付
税
は
、
そ
の
団
体
多
く
裕
福
な
団
体
に
は
交
付
さ
火
や
北
海
道
沖
地
震
の
よ
う
…

こ
の
財
源
に
は
、
所
得
税

・

の

国

勢

調

査

人

口

、

道

路

延

長

、

れ

ま

せ

ん

。

な

突

発

的

災

害

が

発

生

し

た

川

川
l
地
方
交
付
税
l

法
人
税

・
酒
税

・
消
費
税

・
タ
児
童
生
徒
数
な
ど
を
基
に
算
出
こ
の
画
一
的
な
方
法
に
よ
り
場
合
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

地
方
交
付
税
と
は
、
県
や
パ
コ
税
な
ど
の
国
税
の
却

1
犯
し
た
基
準
財
政
需
要
額
か
ら
税
計
算
さ
れ
る
普
通
交
付
税
を
補
岡
垣
町
で
発
生
し
た
マ
リ
川

門
市
町
村
聞
の
財
源
の
ア
ン
パ
%
が
当
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
や
他
の
交
付
金
な
ど
を
慕
に
算
措
す
る
目
的
で
特
別
交
付
税
が
シ

l
号
の
撤
去
費
用
に
つ
い
門

)
ラ
ン
ス
を
調
整
し
、
地
方
行
地
方
交
付
税
は
、
普
通
交
付
出
し
た
基
準
財
政
収
入
額
を
差
あ
り
ま
す
。
こ
の
特
別
交
付
税
て
も
特
別
交
付
税
の
対
象
と
山

川
政
の
計
画
的
運
営
を
保
障
す
税
(
悦
%
}
と
特
別
交
付
税

(
6

し
引
い
て
得
た
金
額
と
な
り
ま
は
、
普
通
交
付
税
で
補
足
で
き
な
っ
て
い
ま
す
。

平成6年 1月25日

a・岬
撤去作業でほぼ解体されたマリシー号(12月25日撮影)

座
礁
し
て
2
年
が
経
通
し
よ

う
と
し
て
い
た
マ
リ
シ

1
号
が

や
っ
と
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。

波
津
の
漁
業
関
係
者
に
莫
大

な
損
害
を
与
え
、
国
や
県
の
関

係
機
関
、
町
の
執
行
部
や
私
た

ち
議
会
を
困
惑
さ
せ
苦
悩
さ
せ

た
こ
の
貨
物
船
も
、
大
型
の
作

業
機
械
に
よ
っ
て
、
今
は
も
う

た
だ
の
鉄
く
ず
と
化
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

急
に
明
る
く
な
っ
た
海
岸
を

見
た
と
き
、
一

-度
と
こ
の
よ
う

な
災
難
が
起
き
な
い
よ
う
に
、

ま
た
、
早
く
漁
場
が
元
の
豊
か

な
海
に
回
復
す
る
よ
う
に
と
祈

る
ば
か
り
で
す
。

撤去作業前のマリシ一号(10月27日撮影)

福
沢
諭
吉
は
、
明
治
叩
年
中

頃
「
内
安
外
競
」
即
ち
内
に
和

し
て
外
に
競
う
と
い
う
こ
と
を

力
説
し
た
。

自
民
党
政
権
か
ら
連
立
政
権

へ
、
コ
メ
の
自
由
化
へ
と
政
治

は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
動
い
て
い
る
。

今
日
の
国
際
政
治
の
中
で
は
、

コ
メ
さ
え
も
鎖
国
す
る
こ
と
が

許
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

農
業
者
も
非
農
業
者
も
、
国

際
社
会
を
生
き
抜
く
に
は
、
世

界
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
自
覚

と
、
地
球
規
模
で
物
事
を
考
え

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
を
基
盤
に
、
コ
メ

の
自
給
体
制
、
な
か
ん
ず
く
競

争
に
強
い
農
業
の
確
立
を
政
治

は
急
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

(
古
家
崎
)

編
集
委
員

委

員

長

古

家

崎

康

彦

副

委

員

長

谷

口

佐

賀

雄

委

員

松

原

兼

夫

委

員

細

川

光

利

委

H

勢
屋
康
一

編
集
委
員
会
で
は
、
「
議
会
だ

よ
り
」
に
つ
い
て
の
ご
意
見
、

ご
感
想
を
募
集
し
て
い
ま
す
。


